


Qこの活動に参加して、良かったこと、楽しかったこと、嬉しかったことなど自慢話 

はありますか？ 

○ 自分の意見を主張できなかった子が、食育での味付けを通して率先して主張できる

ようになった時、嬉しかった。そのためには、待ってあげることが必要だと思う。 

○ このアイデア楽工に出会い、この活動を全国に広げれば、今の子ども達が変わるの

ではないかと思った。 

○ ４ヶ月経って、子供たちの目の輝きが変わってきたことが嬉しい。例えば、色塗り

で塗る色を聞いてくるので、好きな色を塗っていいと伝えると、自分を出せるんだ

と、目が輝く。 

○ ここでの活動は、子ども達が自分の成長を実感できるし、家に帰ってからもどうし

ようかとソウゾウリョクを持続させることができる。やる気にさせるスイッチを探

すため、問いかけを工夫している。 

○ 子ども達が、どういう経験をすれば、自然界の法則などを教えなくても感じるよう

になるか、サイエンス的に成長させるということに取り組んでいる。難題ではある

が、子ども達の目の輝きに触れる機会を得たことが、幸せである。 

○ 一番の自慢は仲間を得たこと。素敵なスタッフに出会った。また区長をはじめ地域

の強力なバックアップに感動している。 

○ 子どもが１日アイデア楽工に行くと、ヘロヘロになり、ゲームもせずに寝てしまう、

ゲームではないもっと楽しいことを得ていると、あるお母さんから素敵な言葉をい

ただいた。 

○ 小学校が廃校になり寂しかったが、アイデア楽工が来ていただき、子ども達の声を

聞くと気持ちが暖かくなる。自治会としてできることは協力していく。徐々に、こ

の地域に新しい方々が溶け込んでくれるのが有難い。 

○ 運動場の樹木の伐採、川の整備など、地域の方が率先して行ってくれる。自然で遊

ぶ時の子ども達の目の輝きはとびっきりいい。これも、見えないところでの地域の

人の支えがあってのことと実感している。 

 

Q この活動をより良くするためにこんな課題があるとか、子育て、教育でこういう課 

題があるとか、そして未来に向けてどう克服するかなどありませんか？ 

○ 小学校の理科支援員をした時、教員が忙しく、教科書もどんどん難しくなるなかで、

教員の方が理科の楽しみや感動を与える授業ができているのかと不安を覚えた。 

また、小学校の理科の実験道具を増やしてほしい。 

○ 食は全ての学科に通じるもの。「弁当の日」の PR など、県としても「食育」をも

っと進めてほしい。 

○ アイデア楽工に来る子どもを増やしたい。平日の夜に来てほしい。お父さん、お母 

  さんが今、子どもたちに何が大事かということを考えてほしい。 

○ 「先回り育児」をもう一度考え直す時期に来ている。塾、習い事もいいが、何のた

めにさせるのかを親がしっかり考えないといけない。子どもの将来は無限大なのに、

親が子どもの可能性をスポイルしている場面があり、そのため親育というのも始め

た。 

 



【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事から次のような発言がありました。 

○ 自己肯定感を高めることは、平成２３年４月から施行した三重県子ども条例の前

文の最も大事な言葉であり、考え方が合致していて嬉しい。 

○ アイデア楽工さんの分析のように、全国学力・学習状況調査は、単にテストの点

数だけを問うものでなく、分析のために活用することが大事である。 

○ 知事として特別支援学校に何度も訪問させてもらったこと、経済産業省に勤務し

ていた時にフリースクールでボランティアをしていた経験から、子どもの力を信

じて待つことの重要性は非常に感じる。 

○ 三重県版子ども白書では、自分が大切にされていると思う子ほど、自分の地域に

住み続けたいという率が高い傾向があり、人口減少問題のなか、皆で声を掛け、

大切にすることが、地域に子どもが定着するきっかけになるのではないかと思う。 

○ 学校ではできない部分を、アイデア楽工さんが補っていただいている、だからこ

そ、ここが大事な存在なのだと思う。 

○ 先日、魚食普及のための男の料理教室に参加した。学校単位での食育も大切であ

るが、市町との役割分担としては、県は食育できる人材の育成を進めていく。 

○ 親育はいいと思う。育児でネット情報に振り回されるので、ここに来て「そうで

はないんだ～」と感じていただけるといい。 

○ 国の調査によれば、子どもの時に川遊びや夜空をたくさん見たなど体験活動を一

杯した子ほど、最後まで何とかやり遂げたい、もっと学びたいと答える率が高い

という結果がある。皆さんの活動により、子ども達の能動体験が増え、最後まで

やり遂げるなどを通じて、子ども達の笑顔がもっと増えるものと改めて感じた。 

 

【「特定非営利活動法人 子どもアイデア楽工」」関係者の皆さんとは】 

 「特定非営利活動法人 子どもアイデア楽工」は、小学校、学習塾ではできない新しい教育方法「能動体験型

学習プログラム＝気づき教育」を実践し、子どもたちを健全な成長に導くために、平成２５年に設立された法人

で、平成２６年３月に旧多度西小学校にて「子どもアイデア楽工」を開校し、地元自治会など地域とともに活動

を展開されています。 


